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エリアマネージャー⽤



ここまで準備ができたら、実際に「つどエール」を使ってもらいたいグループの世話役、そして参加者
それぞれに対して、つどエール利⽤の呼びかけと、実際の利⽤説明を⾏います。

はじめに行うこと

ログインしたら、「利⽤者」にある「世話役を追加」のQRコードをダウンロードもしくは印刷します。

このQRコードが団体にとっての重要な権利なので、適切に管理してください。
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世話役・参加者に必ず伝えるべき内容（1）

「つどエール」アプリ利⽤料として、世話役や参加者が負担する料⾦はありません。

ただし、「つどエール」をつかう端末（スマホやタブレット）で「つどエール」のビデオ通話等を⾏う
ことから、そのために必要なデータ通信の負担は端末にかかります。

よって、通信料がかからず、通信状況が良いWi-Fi環境での利⽤が推奨されます。

Wi-Fi環境以外でもデータ通信で「つどエール」を利⽤することはできますが、その際の注意点は
「データ通信量について」の内容を確認しておくように必ず伝えてください。

また、パソコンで「つどエール」を使えないか？という要望が世話役や参加者から寄せられることがあ
ります。「つどエール」はスマホ、タブレットで⾏うことを前提に開発されたアプリで、パソコンで直
接使⽤することはできません。

ただ、スマホやタブレットの画⾯をテレビ画⾯に映すことができる条件が整っていれば、⼤きな画⾯に
映し出すことも可能です。
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世話役・参加者に必ず伝えるべき内容（2）
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世話役への説明
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アプリをインストールする際に、App StoreやGoogle Playの利⽤段階でつまづくこともあります。
（こうした問題は、世話役よりも参加者の⽅がより起こりやすいです。）

例えば、AndroidでGoogleアカウントを設定していないと、Google Playからアプリをインストールすることが
できないので、まずはGoogleアカウントの初期設定を⾏う必要があります。

ICT（Information and Communicat ion Technology：情報通信技術）に慣れない⾼齢の⽅の場合、実際にこう
したことがアプリ活⽤の妨げになって、結果的に機会を逃してしまい、健康格差につながる可能性があります。

ご本⼈が希望されれば、個⼈情報の取扱いに注意しながら、できる限りこうした基本的な操作もサポートすること
が求められます。

世話役への事前説明 (1)

各グループの世話役には参加者よりも先に事前説明をし、初期設定しておくことをお勧めします。

異なるグループの世話役の⼈たちを⼀堂に集めて説明をしても問題ありません。

まずは、世話役が「つどエール」の趣旨を理解し、⾃分でアプリをインストールします。
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世話役への事前説明 (2)

世話役が、参加者を招待したいグループの合⾔葉（ひらがな4⽂字）を表⽰します。
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世話役への事前説明 (3)

参加者が、グループの合⾔葉（ひらがな4⽂字）を⼊⼒して、グループに登録します。
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世話役への事前説明 (4)

参加者がグループに登録されたら、世話役の画⾯から、グループ→グループ詳細→管理→会員⼀覧、の
操作で会員登録を確認することができます。
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世話役への事前説明 (5)

参加者がグループに登録されたら、世話役からお知らせを配信することができます。
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世話役への事前説明 (6)

世話役からお知らせが配信されれば、参加者はお知らせを⾒ることができます。
※ お知らせが届けば登録が確認できますが、ネットへの接続状況によって時差が⽣じる場合があります。
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集いの開催と録画の公開 (1)

世話役が、開催予定の集いを作成します。
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集いの開催と録画の公開 (2)

参加者が、集いへの参加を事前に予約します。
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集いの開催と録画の公開 (3)

世話役が、設定⽇時に集いを開催します。
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集いの開催と録画の公開 (4)

集いが始まったら、参加者が集いに参加します。
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集いの開催と録画の公開 (5)

必要に応じて、集いを録画します。
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集いの開催と録画の公開 (5)

世話役が、集い開催の時にできることは以下の通りです。

• 参加予約している参加者の⼀覧を事前に⾒ることができます。

• 作成した集いを中⽌する（取り消す）ことができます（中⽌の知らせが配信されます）。

• 集いを録画することができます。集い開催中は任意のタイミングで録画の開始と中⽌（⼀時停⽌）を
操作することができます。

• 参加者のカメラがオンになっていれば、参加者の様⼦を⾒ることができます。
• 集いの開催中、参加者の「⼿を下ろす」「マイクをオフにする」操作ができます。

• 集いの映像を撮影するためのカメラは、撮影を開始する時に、画⾯側のカメラと背⾯側のカメラ、ど
ちらかを選択することができ、撮影中にも切り替えることができます。

• 撮影中に、撮影したい部分の拡⼤（1.5倍、2.5倍の2段階）の画⾯操作ができます。

• 撮影開始時は横⻑で撮影する画⾯設定ですが、縦⻑に撮る切り替えができます（スマホやタブレット
の⾃動回転機能ではなく、つどエールの中で縦横を切り替えます）。
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できることの詳細な操作⽅法は、別冊「かんたんガイドブック」に記載しています。
集いを撮影するために、スマホ・タブレット専⽤の三脚があれば便利です。



集いの開催と録画の公開 (6)

参加者が、集い参加の時にできることは以下の通りです。

• 集いへの参加を予約しておくと、前⽇や開始時に通知が届きます。

• 参加予定だった集いへの参加予約を取り消すことができます。

• 参加予約をしていなくても、グループに⼊っていれば誰でも、予約なしで当⽇に参加することができ
ます。

• 集いに参加する時に、⾃分のマイクとカメラのオンオフが設定できます。初期設定は、マイクがオフ
でカメラがオンです。参加の途中で、マイクやカメラのオンオフは切り替えることができます。

• 画⾯上で、⼿を挙げたり下げたりする操作を⾏うことができます。

• 他の参加者が映る画⾯だけでなく、世話役の映像だけを全画⾯にすることもできます。

• 世話役の映像だけを全画⾯で⾒ているときに、縦横を切り替えることができます。
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できることの詳細な操作⽅法は、別冊「かんたんガイドブック」に記載しています。
集いを⾒るときには、スマホ・タブレット専⽤のスタンドがあれば便利です。

また、スマホやタブレットの画⾯がテレビなどに⼤きく映し出せれば、より⾒やすくなります。



集いの開催と録画の公開 (7)

参加者が、集いから退出します（世話役が集いを開催している間は再度参加も可能）。
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集いの開催と録画の公開 (8)

世話役が、集いを終了します（⼀度撮影を終了したら、再開することはできません）。
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集いの開催と録画の公開 (9)

世話役が、集いの録画を公開します（公開・⾮公開はいつでも切り替えられます）。
※ 集い終了後、しばらくの間（録画時間次第）は動画準備中で、公開・⾮公開の操作はできません。
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集いの開催と録画の公開 (10)

世話役が録画を公開したら、参加者は集いの録画を視聴することができます。
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NEW! 歩み機能 –これまでの歩み（年表機能）（1）-

わたし画⾯から「これまでの歩み」を選択し、SMS認証を⾏います。
認証を⾏うことで、端末を変えた時にデータを引き継ぐことができます。
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NEW! 歩み機能 –これまでの歩み（年表機能）（2）-

追加ボタンから、⽇付・内容・写真を登録し、共有範囲を設定して、投稿します。
公開・⾮公開はいつでも切り替えられます。
共有範囲を「世話役・管理者」にすると、管理画⾯からも投稿が閲覧できます。
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NEW! 歩み機能 –これからの歩み（目標設定）-

わたし画⾯から「これからの歩み」を選択し、⽬標や伝えたいことを登録します。
共有範囲を設定することで、世話役やエリアマネージャーに公開することが可能です。

※事前にSMS認証を⾏うことで、データを引き継ぐことができます。
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NEW! 歩み機能 -歩数機能-

わたし画⾯から「歩数計を利⽤する」を選択し、iOS・Android端末でアカウント連携を⾏い、歩数計機能をつ
かうことができます。
週と⽉のグラフがあり、毎⽇歩数が集計されていきます。
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NEW! 歩み機能 -歩数機能-

⽬標歩数は⾃由に設定することが出来、達成するとメダルを獲得することができます。
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管理画面について
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h t t p s : / / t s u d o y e l l . a n . r . a p p s p o t . c o m / a d m i n / l o g i n

管理画面の活用 (1)

団体⽤の管理画⾯へは、指定されたIDとパスワードを使ってWEB上でログインします。
※ 「つどエール」の管理画⾯は、パソコンかタブレット横画⾯（全⾯）で操作することができます。
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https://tsudoyell.an.r.appspot.com/admin/login


管理画面の活用 (2)

管理画⾯にログインすると、利⽤者数、世話役数、グループ数、集いの開催回数等の要約した情報が確
認でき、団体内におけるつどエールの活⽤状況を把握することができます。
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管理画面の活用 (3)

集いの開催状況は、⽇単位、週単位、⽉単位で集計された回数をグラフで⽰すことができます。また、
グループごとの開催回数や、集いごとの参加⼈数の情報も得られます。
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管理画面の活用 (4)

利⽤者の画⾯では、世話役になるためのQRコードが表⽰できる他、既に世話役として登録している⼈
たちが⼀覧で表⽰されます。管理画⾯で世話役から削除することもできます。
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世話役になるための専⽤QRコードは、1団体に1つだけで、団体内で世話役になる⼿続きは全員同じQRコードで
⾏います。そのQRコードがあれば誰でも世話⼈になれてしまうので、QRコードが独り歩きしないように、この⼿
続きの時だけ⾒せるようにするなど、エリアマネージャーが厳重に管理することをお勧めします。



NEW! 管理画面の活用 (5)

さらに、利⽤者の画⾯では公開設定している⽅の歩み機能を閲覧することができます。
これまでの歩み・・・年表を⼀覧で確認でき、特定の年代を絞り込んで表⽰することができます。
これからの歩み・・・⽬標（これからやりたいこと・伝えておきたいこと）を表⽰することができます。
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管理画面の活用 (6)

グループの画⾯では、各グループへの参加⼈数や、グループを作成した世話役が表⽰されます。
また各グループを選択すると、そのグループの集いの履歴も⾒ることができます。
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管理画面の活用 (7)

グループの詳細を⽰す画⾯では、開催予定の集い、開催中の集い、開催済みの集いの履歴が表⽰されま
す。集いについては、開催⽇時、その時に参加したメンバーといった詳細まで把握することができます。
集いの録画がある場合は、録画映像も表⽰されます。
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管理画面の活用 (8)

集いの画⾯では、グループごとではなく、全てのグループの情報を網羅して、開催予定、開催中、開催
済みの集いの履歴が表⽰されます。録画映像が残された集いは、公開・⾮公開に関わらず、管理画⾯上
では録画映像を再⽣して、視聴することができます。
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管理画面の活用 (9)

管理画⾯からは、団体内で登録している利⽤者（世話役・参加者）全員に対してお知らせを配信するこ
とができます。また「つどエール」の運⽤に関する問い合わせも、管理画⾯から送信することができま
す。
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おわりに
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https://www.tsudo-yel l .net/

「つどエール」公式ウェブサイト

「つどエール」に関する情報（よくある質問、新着情報、かんたんガイドブック、アプリ⼊⼿先のリン
クなど）は、「つどエール」公式ウェブサイトから⼊⼿することができます。
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https://www.tsudo-yell.net/


アプリ「つどエール」は、公益財団法⼈⾝体教育医学研究所が実施した2020年度⽇本財団助成事業
「w ithコロナ時代に⾼齢者が繋がり続ける活動を発展させるハイブリッド型⽀援法の確⽴」

（事業ID：2020532035、事業期間：2020年10⽉20⽇〜2022年3⽉31⽇）および
2021年度⽇本財団助成事業「ハイブリッド型つながり⽀援による健康寿命延伸事業モデルの構築」

（事業ID：2021020821、事業期間：2022年3⽉22⽇〜2023年12⽉31⽇）の
成果物として開発されたものです。

運営について
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事業主体

事業協⼒

開発運営

事業助成

公益財団法⼈⾝体教育医学研究所
（⻑野県東御市）

⾝体教育医学研究所うんなん
（島根県雲南市）

株式会社スノウロビン
（兵庫県神⼾市）

公益財団法⼈⽇本財団
（東京都港区）


